


第
8
章
　
交
通
苦
難
の
時
代

1
　
戦
時
体
制
の
下
で

市
民
の
足
よ
り
、
ま
ず
軍
事

わ
が
国
が

。
昭
和
恐
慌
”
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入

り
、
ま
た
満
州
事
変
が
始
ま
っ
た
一
九
三
〇
年
代
の

初
め
か
ら
、
政
府
は
重
要
な
産
業
に
対
す
る
統
制
を

し
だ
い
に
広
げ
、
強
化
し
て
き
た
が
、
都
市
交
通
事

業
も
統
合
の
方
向
へ
と
進
め
る
動
き
が
す
で
に
始
ま
っ

て
い
た
。

日
中
戦
争
が
一
九
三
七
年
（
昭
和

匸
一
）
に
始
ま

る
と
、
国
を
挙
げ
て
す
べ
て
の
活
動
を
戦
争
目
的
達

成
の
た
め
に
結
集
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
は
っ
き
り

打
ち
出
さ
れ
た
。

輸
入
品
は
必
要
な
物
資
だ
け
に
制
限
す
る
。
重
要

物
資
は
優
先
的
に
軍
需
産
業
に
向
け
る
。
資
金
も
集

中
的
に
軍
雷
屋
業
に
供
給
す
る
。
交
通
・
運
輸
も
軍

事
優
先
に
し
て
い
く
。こ
の
よ
う
な
方
針
に
沿
っ
て
、

産
業
や
社
会
の
す

べ
て
の
分
野
で
、
次
々
に
統
制
が

強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
軍
需
工
業
動
員
法
の
適
用
に

関
す
る
法
律
、
臨
時
資
金
調
整
法
、
輸
出
入
品
等
臨

時
措
置
法
、
第
一
次
石
油
統
制
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
（
昭
和

コ
ニ
）
に
公
布
施
行
さ
れ
た

国
家
総
動
員
法
は
、
国
民
に
対
し
て
、
物
も
人
も
精

神
ま
で
も
根
こ
そ
ぎ
国
家
の
た
め
に
動
員
す
る
こ
と

を
強
要
す
る
法
律
だ
っ
た
。

電
力
が
国
家
管
理
と
な
り
、
石
炭
も
、
ガ
ソ
リ
ン

も
統
制
が
強
ま
っ
た
。
石
油
の
民
間
使
用
を
制
限
す

る
た
め
に
、
段
階
的
に
そ
の
消
費
規
制
を
強
め
、
バ

ス
事
業
は
代
替
燃
料
を
使
う
車
以
外
は
新
規
免
許
は

下
り
な
く
な
っ
た
。

代
替
燃
料
と
い
う
の
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
代
わ
る
燃
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料
と
い
う
こ
と
で
、
木
炭
、
薪
、
コ
ー
ラ
イ
ト
な
ど

で
あ
る
。
そ
れ
を
ガ
ス
発
生
炉
内
で
不
完
全
燃
焼
さ

せ
、
発
生
し
た
可
燃
性
ガ
ス
を
エ
ン
ジ
ン
ま
で
も
っ

て
き
っ
て
点
火
さ
せ
て
車
を
走
ら
せ
る
。
こ
れ
を
代

燃
車
と
い
っ
た
。

バ
ス
は
次
々
に
代
燃
車
に
な
っ
て
い
っ
た
。
米
国

が
日
本
へ
の
石
油
の
輸
出
を
禁
止
し
た
一
九
四
一
年

（
昭
和
一
六
）
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
配
給
は
全
面
ス

ト
ッ
プ
と
な
り
、
つ
い
に
全
車
両
が
代
燃
化
さ
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
運
行
回
数
は
し
だ
い
に
削
減
さ

れ
、
利
用
客
が
多
く
な
い
路
線
は
運
行
休
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
軌
道
・
鉄
道
に
沿
っ
た
路
線
も
休
止

に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
軌
道
・
鉄
道
に
買
収
さ
れ
た

り
す
る
も
の
が
増
え
て
い
っ
た
。

代
燃
車
の
力
は
弱
く
、
上
り
坂
で
は
人

が
歩
く
程

度
の
速
度
に
な
り
、
し
ば
し
ば
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

ガ
ス
発
生
炉
が
た
び
た
び
故
障
す
る
う
え
に
、
修
繕

費
は
高
く
、

バ
ス
事
業
の
営
業
成
績
に
は
大
き
な
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
つ
い
に
は
代
替
燃
料
の
木
炭
さ

え
、
統
制
で
入
手
が
不
自
由
に
な
る
。

市
民
の
足
は
不
便
で
も
、
バ
ス
事
業
者
は
苦
し
ん

で
も
、
軍
隊
や
軍
需
物
資
の
輸
送
に
は
ガ
ソ
リ
ン
は

優
先
的
に
回
さ
れ
た
。

追
い
詰
め
ら
れ
る
バ
ス
事
業

前
章
で
み
た
よ
う
に
遠
州
の
各
地
で
住
民
た
ち
の

熱
意
で
懸
命
の
道
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
道

の
上
に
バ
ス
路
線
が
産
声
を
あ
げ
、
事
業
者
た
ち
の

努
力
で
昭
和
の
初
め
に
は
遠
州
一
円
に
わ
た
っ
て
各

社
の
バ
ス
が
走
り
回
っ
て
い
た
。

戦
時
体
制
下
の
ガ
ソ
リ
ン
の
規
制
強
化
と
統
合
へ

の
圧
力
は
、
そ
れ
ら
バ
ス
事
業
を
し
だ
い
に
追
い
詰

め
て
い
っ
た
。

政
府
は
、
わ
が
国
の
輸
送
の
主
力
を
鉄
道
に
置
い

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
自
動
車
ば
か
り
で
な
く
、

船
も
燃
料
不
足
と
な
っ
た
。
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
、
船
、

馬

が
ど
ん
ど
ん
軍
用
に
徴
発
さ
れ
た
。

私
鉄
・
バ
ス
の
統
合
は
、
一
九
三
八
年
（
昭
和
一

三
）
の
陸
運
交
通
事
業
調
整
法
に
よ
っ
て
始
ま
っ
て

い
た
が
、
輸
送
統
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
に
、

太
平
洋
戦
争
勃
発
一
年
前
の
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一

五
）
に
は
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
く
陸
運
統
制
令

が
公
布
に
な
っ
た
。
輸
送
の
軍
事
優
先
を
徹
底
さ
せ

る
た
め
で
あ
る
。
翌
年
に
は
統
制
令
は
全
面
改
正
さ

れ
て
、
さ
ら
に
地
域
的
統
合
が
行
政
指
導
に
よ
り
強

力
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
以
降
、
不
要
不
急
と
見
な
さ
れ
た
バ
ス
路
線

は
次
々
に
廃
止
さ
れ
た
。
遊
覧
バ
ス
は
使
用
禁
止
に

な
っ
た
。
ま
た
並
行
重
複
す
る
バ
ス
路
線
は
整
理
・

統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
軍
需
工
場
が
あ
る

地
域
で
は
、
そ
の
工
場
で
働
く
人
た
ち
の
通
勤
時
間

帯
に
は
、
一
般
の
乗
客
は
バ
ス
に
乗
れ
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。

〔
バ
ス
業
者
数
の
推
移
〕

一
九
三
六
年
（
昭
和
一

二
　

二
、
七
四
七

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
　
　
　
　二
五
六

浜
松
地
方
で
も
バ
ス
会
社
三
社
が
遠
州
電
気
鉄
道

㈱
と
合
併
す
る
が
、
車
両
も
燃
料
も
入
手
難
で
、
営

業
路
線
は
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
を
ピ
ー
ク
に
、

以
後
は
減
少
し
続
け
た
。

左
は
、
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
路
線
丿

数
の
推
移
で
あ
る
。

代燃車の構造図（『古里よもやま話』）
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九
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三
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四
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月
　
　

二

六

七

丿

九
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二

九

四

丿

一

九

四
五

（
　
　

二

〇

）
　

三

月
　
　

三

〇

〇

い

九

月
　
　

三

二

七

い

タ

ク

シ

ー

、

ト

ラ

ッ

ク

輸

送

業

者

の

統

合

ヘ
　

バ
ス

だ

け

が
苦

境

に
追

い
詰

め

ら

れ

た

の

で

は

な

か

っ
た

。

「

ゼ
イ

タ

ク
は

敵

だ

」

の

合

言

葉

が
国

じ

ゅ
う

に

満

ち

、

タ
ク

シ
ー

に

乗

る

こ

と

も

ゼ
イ

タ
ク

と

見

ら

れ
る

よ

う

に

な

っ
た

。
「

歩

け
」
「
歩

け

」

と

い
う

わ

け

で

あ

る

。

日

中

戦

争
以

降

は

タ

ク

シ

ー
会

社

の

企

業

合
同

が

進

め

ら

れ

、

一

九
四

〇

年

（
昭

和

一
五

）

に

は

、
合

同

し

た
統

合

体

に
し

か

ガ
ソ

リ

ン
の

配

給

が
行

わ

れ

な

く

な

っ

た

。

人

々
は

乏

し

い
配

給

の

食

糧

で
命

を

つ
な

ぎ
、

女

性

の
（
I

フ

不

ン
ト

な

ど

は

禁
止

さ

れ
、

街

に

モ

ン

ぺ
、
防
空
頭
巾
、
ゲ
ー
ト
ル

な
ど
戦
時
服
姿
が
普
通
に
な

る
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
）

に
は
、
原
則
的
に
一
都
市
に

は
一
業
者
だ
け
、
と
す
る
夕

ク
シ
ー
事
業
統
合
が
進
め
ら

れ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
も
、
や
は

り
同
様
だ
っ
た
。
ま
ず
一
九

三

二
年
（
昭
和
八
）
に
事
業

免
許
制
に
な
っ
た
が
、
こ
れ

は
国
が
交
通
の
柱
に
し
軍
事

的
に
も
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
た
、
鉄
道
の
経
営

を
護
る
た
め
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
小
運
送
業
者
の
統
合

が
進
め
ら
れ
、

や
が
て
一
駅
一
業
者
へ
、
さ
ら
に
は
一
地
域
一
業
者

へ
と
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
核
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
三
七
年
（
昭
和

匸
一
）
に
特
別
立
法
に
基
づ
く

小
運
送
業
の
国
策
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
通

運
㈱
で
あ
る
。
同
社
は
や
が
て
鉄
道
貨
物
取
扱
業
を

独
占
す
る
こ
と
に
な
る
。

遠
州
の
運
送
会
社
も
統
合
さ
れ
た
が
、
そ
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

浜
松
地
方
で
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
林

運
送
合
資
会
社
（
明
治
期
の
運
送
業
界
の
先
駆
者
・

林
弥
三
郎
の
創
設
）
ほ
か
七
社
が
合
併
し
て
浜
松
合

同
運
送
㈱
を
設
立
、
営
業
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
四

二
年
（
昭
和
一
七
）
に
は
、
こ
の
浜
松
合
同
運
送
㈱

を
中
心
に
浜
松
、
遠
州
電
鉄
、
高
塚
、
舞
阪
、
新
居
、

鷲
津
、
新
所
原
、
白
須
賀
な
ど
の
業
者
が
合
併
し
、

日
本
通
運
㈱
浜
松
支
店
と
な
っ
た
。

浜松合同運送㈱

夜間訓練

秧茉梳をいく杙婀朿



遠
州
の
他
の
地
方
で
も
、
統
合
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
日
本
通
運
㈱
の
天
竜
川
支
店
、
二
俣
支
店
、
磐
田

支
店
、
掛
川
支
店
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
戦
後

に
な
っ
て
い
ず
れ
も
浜
松
支
店
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ

た
。鉄

道
・
バ
ス
の
統
合
へ

一
九
三
八
年
（
昭
和

匸
二
）
に
公
布
・
施
行
さ
れ

た
陸
運
交
通
事
業
調
整
法
は
、不
況
や
バ
ス
ート
ラ
ッ

ク
の
進
出
に
よ
り
経
営
が
悪
化
し
た
軌
道
・
鉄
道
を
、

バ
ス
事
業
も
含
め
統
合
に
よ
る
交
通
調
整
を
行
っ
て
、

経
営
基
盤
を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
全
国
各
地
で
事
業
統
合
・
再

編
が
行
わ
れ
た
。
遠
州
に
関
係
す
る
も
の
で
は
、
静

岡
鉄
道
㈱
の
誕
生
が
そ
う
で
あ
る
。

静
岡
電
気
鉄
道
㈱

藤
相
鉄
道
㈱

中
遠
鉄
道
㈱

静
岡
乗
合
自
動
車
㈱

静
岡
交
通
㈱

の
五
社
が
合
併
し
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）

五
月
に
発
足
し
た
。
同
社
は
後
に
、
掛
川
タ
ク
シ
ー

自
動
車
部
門
そ
の
ほ
か
自
動
車
商
会
数
社
を
買
収
し

て
、
経
営
基
盤
を
さ
ら
に
強
め
た
。

バ
ス
事
業
に
お
い
て
も
、
先
に
み
た
よ
う
に
石
油

規
制
、
代
燃
車
の
問
題
、
路
線
の
縮
小
な
ど
で
輸
送

力
は
減
退
し
、
経
営
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
事

業
の
存
立
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
ご
と
に
統
合
を

実
現
す
る
は
か
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。

鉄
道
省
は
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）
八
月
、
旅

客
自
動
車
運
送
事
業
の
事
業
統
合
に
関
す
る
基
本
方

針
を
通
牒
し
た
。
こ
れ
に
従
っ
て

全
国
の
バ
ス
事
業
が
、
地
域
の
亦

通
圈
ご
と
に
次
々
に
統
合
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
遠
州
に
は
、
遠
州
供

道
㈱
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

遠
州
鉄
道
㈱
の
誕
生

遠
州
地
方
を
一
つ
の
交
通
圈
と
し
、
六
事
業
者
が

合
併
、
さ
ら
に
四
事
業
者
を
買
収
し
て
、
一
つ
の
事

業
体
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
合
併
〕

遠
州
電
気
鉄
道
㈱

浜
松
自
動
車
㈱

遠州鉄道㈱創立時の遠州電気鉄道出身役員・幹部職員

青葉延太郎

遠州鉄道㈱の合併契約書調印式



遠
州
秋
葉
自
動
車
㈱

掛
塚
自
動
車
㈱

遠
州
乗
合
自
動
車
㈱

気
賀
自
動
車
㈱

〔
買
収
〕

阿
多
古
自
動
車
㈱

湖
西
自
動
車
㈱

遠
三
自
動
車
㈱
（
一
部
）

鈴
木
友
太
郎
旅
客
自
動
車
運
輸
事
業

こ
れ
ら
合
わ
せ
て
I

〇
社
が
、
一
つ
に
纏
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
　一
〇
月
二
六
日
、
静

岡
県
商
工
経
済
会
浜
松
支
部
に
お
い
て
、
遠
州
交
通

㈱
創
立
総
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
総
会
で
商
号
を
遠

州
鉄
道
㈱
に
変
更
す
る
議
題
そ
の
ほ
か
の
議
題
が
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
、
新
会
社
は

ス
タ
ー
ト
し
た
。
取
締
役
社
長
に
は
、
旧
遠
州
電
気

鉄
道
㈱
の
青
葉
延
太
郎
が
就
任
し
た
。

設
立
時
の
会
社
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

資
本
金
　
　
　

三
七
九
万
四
四
〇
〇
円

本
社
　
　
　
　
旧
遠
州
電
気
鉄
道
㈱
本
社

業
務
組
織
　
　
　
　
部
　
　
　
三

室
　
　
　
一

課
　
　
一
一

営
業
所
　
五

役
員
・
従
業
員
数
　
五
二
九

鉄
道
車
両
　
　
　
　
　
二
九

鉄
道
線
区
延
長
　
　
一
八
・
六
丿

自
動
車
車
両
　
　
　
一
四
二

自
動
車
路
線
延
長
　
三
七
九
・
五
丿

翌
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
）
に
は
遠
州
鉄

道
㈱
は
、
さ
ら
に
久
野
自
動
車
㈱
、
相
生
ボ
デ
ー
㈱

も
買
収
し
た
。

戦
局
の
悪
化
、
市
民
生
活
の
窮
迫

戦
時
統
制
が
強
化
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
戦
局
の

ほ
う
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
た
。

遠
州
地
方
の
交
通
が
一
つ
の
事
業
体
に
統
合
さ
れ

た
翌
年
の
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
）
に
は
、
米
軍

の
反
攻
は
い
よ
い
よ
熾
烈
と
な
り
、
サ
イ
パ
ン
島
、

ビ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
域
な
ど
で
日
本
軍
は
惨
敗

を
つ
づ
け
た
。

戦
局
悪
化
の
責
任
を
と
っ
て
東
条
英
樹
内
閣
は
つ

い
に
総
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
、

前
線
で
の
惨
敗
の
事
実
は
国
民
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ

た
。
や
が
て
国
内
も
戦
火
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
東
京
を
米
軍
爆
撃
機
B
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が
爆
撃
、
浜
松
に

も
飛
来
し
て
最
初
の
空
襲
を
受
け
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
国
民
は
食
べ
る
も
の
も
着
る
も
の
も
最
低
の
生
活

に
耐
え
な
が
ら
、
最
後
に
は
戦
争
に
勝
つ
と
信
じ
て

い
た
。

米軍機B29の来襲戦時体制下の食料増産



す
で
に
映
画
館
、
劇
場
、
美
術
館
な
ど
は
休

館
と
な
り
、
高
級
料
理
店
、
バ
ー
な
ど
は
あ
い

つ
い
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
。
戦
場
に
赴
か
な
く

て
も
「
一
億
国
民
総
武
装
」
が
叫
ば
れ
、
町
内

で
は
竹
槍
訓
練
や
防
空
演
習
が
本
格
化
し
た
。

男
女
中
学
生
た
ち
は
近
く
の
軍
需
工
場
に
動
員

さ
れ
た
。
小
学
生
た
ち
は
農
家
に
勤
労
奉
仕
に

行
っ
た
。

浜
松
地
方
の
工
場
は
、
す
べ
て
軍
需
生
屋
に

切
り
換
え
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
鉄
工
場
は

弾
丸
な
ど
を
、
楽
器
工
場
で
は
プ
ロ
ペ
ラ
を
、

織
布
工
場
で
は
落
下
傘
を
生
屋
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
り
、
不
要
不
急
の
旅

行
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

乗
り
物
で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の
数

は
多
か
っ
た
。
長
距
離
の
場
合
は
列
車
に
乗
る

し
か
な
い
が
、
兵
士
の
輸
送
あ
る
い
は
貨
物
の

輸
送
を
優
先
す
る
た
め
、
旅
客
列
車
は
削
減
さ

れ
っ
づ
け
た
。

そ
の
列
車
に
、
応
召
さ
れ
て
行
く
男
た
ち
、
軍
需

工
場
に
徴
用
さ
れ
る
学
生
や
女
子
挺
身
隊
、
田
舎
に

疎
開
す
る
児
童
た
ち
、
食
糧
の
買
い
出
し
に
行
く
人
々

な
ど
が
詰
め
込
ま
れ
た
。
少
な
い
本
数
の
列
車
は
い

つ
も
超
満
員
の
混
雑
ぷ
り
だ
っ
た
。
そ
れ
は
国
鉄
も

私
鉄
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

遠
州
鉄
道
も
輸
送
の
確
保
の
た
め
懸
命
だ
っ
た
。

男
子
従
業
員
が
召
集
さ
れ
て
次
々
に
戦
場
に
送
ら
れ
、

要
員
補
充
の
た
め
、
女
子
従
業
員
が
鉄
道
部
だ
け
で

六
〇
人
採
用
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
駅
の
改
集

札
、
乗
車
券
の
発
売
、
電
車
車
掌
な
ど
の
業
務
に
つ

い
た
が
。
な
か
に
は
黒
い
戦
闘
帽
を
か
ぶ
っ
て
満
員

電
車
を
夢
中
で
運
転
す
る
人
も
い
た
。

一
方
、
バ
ス
部
門
で
は
、
運
行
時
刻
を
変
更
あ
る

い
は
路
線
を
調
整
し
て
、
戦
時
非
常
措
置
に
も
と
づ

く
通
学
・
通
勤
者
、
勤
労
奉
仕
団
体
、
工
員
な
ど
の

重
点
輸
送
に
も
力
を
注
い
だ
。
し
か
し
バ
ス
車
両
の

老
朽
化
、
燃
料
と
資
材
の
不
足
は
深
刻
化
し
、
路
線

の
休
止
が
あ
い
つ
い
だ
。
こ
の
年
末
に
は
、
運
行
路

線
二
二
五
・
五
j

に
対
し
て
、
休
止
路
線
は
三
二
七
・

四
j

に
達
し
た
。

敗
戦
へ
・：
交
通
は
麻
痺
状
態

に

状
況
は
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
に
入
る
と

B29 による大空襲

軍需工 場の学徒動員





当時の浜松市域戦災図（『浜松大空襲』）

防空壕に避難する子供たち



い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ
た
。
都
市
と
い
う
都
市
は
軒

並
み
、
米
軍
機
の
無
差
別
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

「
本
土
決
戦
」
「
一
億
玉
砕
」
が
叫
ば
れ
、
女
性
厶

国
民
義
勇
隊
に
組
み
込
ま
れ
、
遠
州
で
も
各
市
町
村

に
こ
の
組
織
が
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
第
3

章
で
み
た
よ
う
に
、
秋
葉
山
が

一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
に
焼
失
し
て
い
た
。
火

伏
（
防
火
）
の
神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
た
秋
葉

山
が
焼
け
た
の
は
、
不
吉
の
前
兆
だ
と
い
う
声
が
あ
っ

た
が
、
浜
松
地
方
の
人
々
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
四
四
年
の
初
空
襲
以
来
、
翌
年
八
月
一
五
日

の
終
戦
ま
で
に
、
浜
松
地
方
は
実
に
合
計
二
七
回
に

お
よ
ぶ
焼
夷
弾
、
爆
弾
、
艦
砲
射
撃
を
受
け
、
浜
松

の
市
街
地
は
焼
け
野
原
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
六
月
一
八
日

未
明
の
「
浜
松
大
空
襲
」
で
、
B
2
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爆
撃
機
約
一

○
○
機
が
来
襲
、
焼
夷
弾
約
六
万
五
〇
〇
〇
発
が
投

下
さ
れ
て
市
街
地
は
い
ち
め
ん
火
の
海
と
な
っ
た
。

死
者
約
一
七
〇
〇
人
、
焼
失
家
屋
一
万
五
〇
〇
〇
戸

を
超
え
、
明
け
方
の
焼
け
跡
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
焼

死
体
が
散
乱
し
て
い
た
。

浜
松
市
を
中
心
と
す
る
天
竜
川
下
流
地
域
は
、
一

大
軍
需
産
業
圈
を
形
成
し
て
い
た
。
ま
た
浜
松
に
は

軍
の
施
設
も
あ
っ
た
。
す
で
に
日
本
は
制
空
権
を
失
っ

て
い
た
か
ら
、
米
軍
は
徹
底
的
に
こ
の
地
を
痛
め
つ

け
た
の
で
あ
る
。

「
浜
松
は
爆
弾
を
始
末
す
る
。
ゴ
ミ
捨
て
場
”
だ
っ

た
」と

、
力
－

チ
ス

ー
ル
メ
ー
少
将
は
『
自
伝
』
に
書

い
て
い
る
。

一
八
万
七
〇
〇
〇
人
た
っ
た
人
口
は
、
敗
戦
後
に

は
八
万
人
に
激
減
し
て
い
た
。
全
国
有
数
を
誇
っ
た

織
布
業
も
、
設
備
の
大
半
が
失
わ
れ
た
。

空
襲
二
六
回
、
艦
砲
射
撃
一
回
、
合
計
二
七
回
の

攻
撃
に
よ
る
罹
災
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

罹
災
地
域
　

全
市
九
九
か
町
の
う
ち
九
二
か
町

罹
災
人
口
　
　

匸
一
万
人

死
者
　

・
　
　
　
　

二
九
四
七
人

重
傷
者
　
　
　
　
　
　

七
七
一
人

軽
傷
者
　
　
　
　
　
　

九
三
一
人

住
家
全
焼
　
　

一
万
八
九
六
二
戸

半
焼
　
　
　
　
　

三
七
八
戸

全
壊
　
　
　
　
　
一
八
〇
〇
戸

半
壊
　
　
　
　

三
四
二
三
戸

小
破
　
　
　
　

二
九
八
五
戸

非
住
家
全
焼
　
　
　
　

八
四
二

尸

半
焼
　
　
　
　
　

九
二
戸

国鉄浜松工場の焼跡

焼跡を行く罹災者たち



非
住
家
全
壊
　
　
　
　

四
三
六
戸

半
壊
　
　
　
　

四
五
六
戸

小
破
　
　
　
　

三
二
〇
戸

交
通
機
関
も
被
害
を
受
け
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

か
っ
た
。

国
鉄
浜
松
駅
は
ほ
と
ん
ど
全
焼
し
た
。
そ
の
構
内

で
も
軍
用
列
車
の
炎
上
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

東
海
道
本
線
は
全
区
間
で
合
計
一
七
二
回
の
空
襲

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
他
の
線
区
も
軒
並
み
施
設
や

車
両
の
空
襲
被
害
を
受
け
た
が
、
国
鉄
全
体
で
の
被

害
状
況
は
、

軌
道
　
　
　
　

一
六
〇
〇
j

車
両
　
　

一
万
三
二
〇
〇
両

機
関
車
　
　
　

八
九
一

客
車
　
　
　

二
二
二
八

電
車
　
　
　
　

五
六
三

貨
車
　
　
　

九
五
五
七

連
絡
船
　
　
　
　
　

二
二
隻

建
物
　
　
　
　
　
　
一
八
〇
万
1
2

通
信
線
　

三
万
一
〇
〇
〇
j

工
場
　
　
　
　
　
　
　
　一
四
戸

職
員
死
者
　
　

匸
一
五
〇
人

″

負
傷
者
　
三
一
五
三
人

旅
客
死
者
　
　
　

七
一
七
人

″

負
傷
者
　

一
七
七
七
人

と
い
う
よ
う
に
大
き
か
っ
た
。
敗
戦
の
前
の
日
ま

で
被
害
を
受
け
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

遠
州
鉄
道
は
、
本
社
ビ
ル
が
全
焼
し
た
。
鉄
道
部

門
で
は
旭
町
駅
、
遠
州
浜
松
駅
、
繭
市
場
前
駅
な
ど

が
罹
災
、
車
両
二
両
を
焼
失
し
た
。
バ
ス
部
門
で
は

修
理
工
場
が
被
災
し
た
ほ
か
、
車
両
多
数
が
焼
失
、

軍
に
供
出
し
た
も
の
も
含
め
る
と
、
残
っ
た
の
は
五

〇
両
と
な
っ
た
（
創
立
時
一
四
二
両
）
。

浜
松
鉄
道
も
罹
災
し
て
半
身
不
随
に
陥
っ
た
。

浜
松
市
営
バ
ス
は
二
六
台
の
車
両

が
わ
ず
か
六
台

と
な
り
、
し
か
も
市
街
地
の
焼
失
で
全
路
線
が
運
行

不
能
と
な
っ
た
。
わ
ず
か
に
軍
の
施
設
や
軍
需
工
場

へ
の
特
定
輸
送
の
み
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
市
内
の

ト
ラ
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
た
め
、
死
傷
者
の

輸
送
、
救
護
用
品
や
生
活
必
需
物
資
の
輸
送
に
、
残
っ

た
市
営

バ
ス
車
両
が
活
用
さ
れ
た
。

■

直
撃

弾
が

命
中

浜
松
駅
前
に
は
、
空
襲
の
と
き
に
避
難

す
る

大
防
空
壕
が
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二

〇
）
七
月
二
九
日
に
艦
砲
射
撃
に
見
舞
わ
れ
た

と
き
、
こ
の
大
防
空
壕
に
直
撃
弾
が
命
中
し
、

一
瞬
に
し
て
五
三
人
が
命
を
奪
わ
れ
た
。

遠
州
灘
沖
合
か
ら
の
こ
の
と
き
の
艦
砲
射
撃

は
、
浜
松
に
ま
だ
残
さ
れ
て

い
た
飛
行
基

地
や
、

東
海
道
線
の
破
壊
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
い
わ
れ

て

い
る
。

浜松市繁華街の焼跡と遠州銀行（現静岡銀行）



運
転
休
止
ゼ

囗
の
努
力

戦
火
の
下
で
、
公
共
の
交
通
は
全
面
的
な
麻
痺
状

態
に
陥
っ
た
。
乗
り
物
に
よ
る
移
動
と
輸
送
の
自
由

は
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
遠
州
地
方
の
鉄
道
お
よ
び
バ
ス

の
交
通
を
背
負
っ
て
設
立
さ
れ
た
遠
州
鉄
道
が
、
苦

境
に
耐
え
つ
つ
も
運
行
休
止
ゼ
ロ
と
い
う
記
録
を
残

し
て
い
る
。

鉄
道
部
門
は
、
二
俣
電
車
線
は
並
行
す
る
ほ
か
の

交
通
機
関
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
、
ど

の
電
車
も
利
用
客
で
膨
れ
上
が
り
、
車
外
に
は
み
出

さ
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
疎
開
先
に
行
く
人
、
農
村
に

買
い
出
し
に
行
く
人
、
軍
需
工
場
な
ど
へ
行
く
人
、

そ
の
ほ
か
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
が
あ
っ
て
乗
り
込
ん
だ

人
た
ち
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
空
襲
で
被
害
を
受

け
て
も
、
電
車
は
一
日
で
も
運
転
を
休
止
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。

浜
松
大
空
襲
の
直
後
も
、
旭
町
～
遠
州
浜
松
間
は

被
害
甚
大
で
運
転
が
不
可
能
だ
っ
た
が
、
遠
州
助
信

駅
を
臨
時
起
点
と
し
、
西
鹿
島
駅
と
の
間
の
運
転
が

行
わ
れ
た
。
家
を
焼
失
し
た
多
く
の
人
々
も
合
め
て
、

前
記
の
よ
う
な
人
た
ち
が
遠
州
助
信
駅
に
殺
到
し
、

長
い
列
を
つ
く
り
、
客
車
だ
け
で
は
乗
り
切
れ
ず
有

蓋
貨
車
が
増
結
さ
れ
、
扉
を
開
け
た
ま
ま
鈴
な
り
の

人
々
を
乗
せ
て
走
っ
た
。
後
に
は
無
蓋
貨
車
も
動
員

さ
れ
た
。

利
用
客
も
必
死
な
ら
、
電
車
を
運
転
す
る
会
社
の

ほ
う
も
必
死
だ
っ
た
。
電
車
の
速
度
は
半
分
以
下
に

落
ち
て
い
た
が
、
足
り
な
い
要
員
を
や
り
く
り
し
な

が
ら
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
つ

闇市に群がる人々



づ
け
よ
う
と
し
た
。

超
満
員
の
客
を
乗
せ
て
走
る
電
車
に
洽
っ
た
街
道

を
北
へ
、
乗
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
や
、
焼
け
出
さ
れ

て
電
車
賃
さ
え
失
っ
た
人
た
ち
が
、
ど
こ
へ
と
も
知

れ
ず
歩
い
て
い
く
姿
が
毎
日
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

戦
中
か
ら
終
戦
の
年
ま
で
の
遠
州
鉄
道
の
旅
客
輸

送
実
績
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
）
　
　
　二
三
〇
万
人

一
九
四
四
年
（
　
　

一
九
）
　
　
　
七
八
〇
万
人

一
九
四
五
年
（
　
　

二
〇
）
　
　一
〇
五
七
万
人

バ
ス
部
門
の
ほ
う
は
、
車
両
の
三
分
の
二
近
く
を

失
い
、
ま
た
燃
料
・
資
材
の
入
手
難
、
路
線
の
休
止
、

空
襲
に
よ
る
道
路
の
損
壊
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
っ

て
、
輸
送
実
績
は
低
下
し
た
。

し
か
し
鉄
道
、

バ
ス
と
も
に
、
苦
難
の
状
況
下
に

あ
っ
て
も
運
転
を
休
正
し
た
日
は
一
日
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

買い出し列車

買い出し客でごった返す駅のホーム







第
8
章
　
交
通
苦
難
の
時
代

2
　
戦
後
復
興
の
歩
み

焦
土
の
中

か
ら

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
八
月
一
五
日
、
日
本

敗
戦
の
こ
の
日
、
全
国
の
空
は
雲
一
つ
な
い
よ
う
な

快
晴
で
あ
っ
た
。

連
日
昼
夜
を
問
わ
ず
上
空
に
飛
米
し
た
敵
軍
機
も

姿
を
現
さ
ず
、
警
戒
警
報
も
空
襲
警
報
も
な
か
っ
た
。

す
べ
て
の
活
動
が
停
正
し
、
前
日
ま
で
の
日
常
が
突

然
途
切
れ
て
、
エ
ア
ポ
ケ
″
卜
に
入
っ
た
よ
う
だ
っ

た
。
風
景
さ
え
息
を
ひ
そ
め
て
い
た
。

戦
争
に
敗
れ
た
と
い
う

シ
ョ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
解

放
感
よ
り
先
に
、
空
白
に

な
っ
た
感
覚
、
虚
脱
状
態

が
人
々
を
見
舞
っ
た
。
一

九
ご
二

年
（
昭
和
六
）
に

始
ま
っ
た
満
州
事
変
か
ら

数
え
る
と
、
一
五
年
間
に

わ
た
る
長
い
戦
争
の
日
々

が
よ
う
や
く
終
わ
り
を
告

げ
た
の
で
あ
る
。

都
市
と
い
う
都
市
は
焦

土
と
化
し
て
い
た
。「
国
破

れ
て
、
山
河
あ
り
」
と
は

い
え
、
そ
の
山
も
川
も
荒

れ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
敗
戦
の
日

に
も
、
地
域
に
よ
り
不
通

区
間
が
あ
り
、
ま
た
ダ
イ

敗戦直後に活躍した輪タク



ヤ
は
乱
れ
て
も
、
と
も
か
く
列
車
が
止
ま
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
バ
ス
も
、
か
ろ
う
じ
て
走
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
人
々
に
、
生
き
る
こ
と
を
や
め
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
こ
と
を
、
無
言
で
語
っ
て
い
る
か
の
よ
う

だ
っ
た
。

都
市
の
焼
け
跡
に
は
、
人
々
が
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
を

建
て
て
住
み
始
め
た
。
み
ん
な
飢
え
て
い
た
。
だ
が

正
常
な
ル
ー
ト
に
は
、
食
糧
は
な
か
っ
た
。
闇
市
が

あ
ち
こ
ち
に
出
現
し
た
。

全
面
運
転
休
止
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
輸
送
機
関

は
、
最
悪
の
状
態
だ
っ
た
。
線
路
や
路
線
も
、
施
設

も
、
車
両
も
、
戦
争
で
致
命
的
と
も
い
え
る
破
壊
を

こ
う
む
っ
て
い
た
。
し
か
も
戦
争
中
の
酷
使
と
、
老

朽
化
で
、
多
く
の
車
両
は
が
た
が
た
だ
っ
た
。

た
と
え
戦
争
に
よ
る
破
壊
を
免
れ
た
鉄
道
で
も
、

修
理
あ
る
い
は
改
造
し
よ
う
に
も
、
資
材
も
な
け
れ

ば
労
働
力
も
不
足
し
て
い
た
。
ま
た
燃
料
の
石
炭
も

非
常
に
欠
乏
し
て
い
た
。

バ
ス
は
と
り
わ
け
多
く
の
車
両
を
失
っ
て
い
た
が
、

残
っ
た
車
両
は
相
変
わ
ら
ず
代
燃
車
で
、
こ
れ
も
燃

料
の
薪
や
木
炭
の
入
手
に
苦
労
し
た
。
そ
れ
に
運
行

で
き
て
も
故
障
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
も
ま
た
、
燃
料
の
不
足
と
部
品
・
資
材

の
入
手
難
で
、
ま
と
も
に
走
れ
る
の
は
半
分
も
な
か
っ

た
。戦

前
あ
れ
ほ
ど
各
都
市
を
走
り
回
っ
て
い
た
タ
ク

シ
ー
も
姿
を
消
し
、
代
わ
っ
て
「
輪
タ
ク
」
が
お
目

見
え
し
た
。
自
転
車
の
こ
と
を
銀
輪
と
も
い
い
、
そ

の
「
輪
」
と
タ
ク
シ
ー
の
「
タ
ク
」
を
結
び
つ
け
た

名
称
だ
が
、
自
転
車
に
人
力
車
の
ボ
デ
ィ
ー
を
取
り

つ
け
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に

こ
の
「
輪
タ
ク
」
が
、
戦
後
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、

市
街
地
の
交
通
手
段
と
し
て
大
流
行
す
る
こ
と
に
な

そ
の
後
「
輪
タ
ク
」
は
日
本
に
代
わ
っ
て
東
南
ア

ジ
ア
各
国
に
普
及
し
、
今
日
な
お
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

鉄
道
の
大
混
乱
期

〔
国
鉄
〕

日
本
は
連
合
軍
の
占
領
下
に
あ
っ
た
。
鉄
道
も
そ

の
管
理
の
下
に
置
か
れ
、
占
領
軍
優
先
の
輸
送
を
強

い
ら
れ
た
。

前
項
で
み
た
よ
う
に
国
鉄
は
、
戦
争
で
多
く
の
車

両
を
失
っ
て
い
た
。
ま
た
陸
軍
に
供
出
さ
れ
、
中
国
・

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に
渡
っ
た
ま
ま
戻
ら
な
い
車
両
も

多
か
っ
た
。
残
っ
て
い
る
車
両
も
、
極
端
な
資
材
不

足
で
修
理
で
き
な
い
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ

う
し
て
、
た
だ
で
さ
え
車
両
は
大
幅
に
減
っ
て
い
た

が
、
占
領
軍
は
終
戦
の
翌
月
か
ら
九
〇
〇
両
に
の
ぼ

る
車
両
を
接
収
し
て
い
た
。

遠
州
で
も
、
駅
に
入
っ
て
く
る
列
車
の
本
数
は
戦

木炭車の燃料用の薪集め

木炭自動車の発車準備



時
中

よ

り
も

少

な

く

、

そ

糺

ら

の

列
車

に
戦

時

中

を

は

る

か

に
上

回

る
数

の
人

た

ち

が
押

し

寄
せ

た

。

た

と
え

ば
浜

松

駅

の
乗

客

数

の

推

移

を
み

て

も

、
終

戦

直

後

は
異

常

な

は

ど

の
突

出

半
り

で

あ

る

。

国

鉄
浜

松

駅

乗

車

数

一

九
三

九

（
昭

和

一

四

）

年

度
　

二

に礼
一
万

人

一

九
四

丘

（
　
　

二

〇

）
　
　
　
　
四

〇

四

万

人

一

九
四

六
　（
　
　

二

匸
　
　
　
　

二

〇

六

万

人

（
「

浜
松

市

統

計
書

」
）

泉

り
あ

ぶ
札

る
人

が
絶

え

な

い
の

も

、
よ

う
や

く

の
田
心
い
で

乗

り
込

ん

だ
列

車

が
殺
人

的
な

混

雑

ぶ

り

を
示

し

た

の
も

、

当

然

と

い
え

ば

い
え

た
。

深

刻

な

食

料

難

の
た

め

、

人

々

は

わ

ず

か

に
残

っ

た
持

物

を

食

糧

匚

換

え

る

た

め

に

、
列

車

に
乗

り

込

ん
で

遠

く

の
農

村

に
ま

で

押

し

寄
せ

た

。

そ

れ

に
加

え

て

、

外

地

か

ら

は

生

き

残

っ
た

兵

七

た
ち

が

つ

ぎ

つ

ぎ
に

復
‥目
］し

て

き

た
。

川
へ
‥
の
疎

開

先

か

ら
市

街

地

へ

帰

っ
て

く

る

人

た
ち

も

あ

い

つ

い

だ

。
こ

れ
ら

の
多

数

の

人

々
の

移
動

も

欽

道

に
幀

る

は

か
な

か

っ
た

。

ど

の

列

車

も
未

曾
有

の
混

雑

・

混

乱
を

示

し

た

の
で

あ

る

。

〔
遠

州

鉄

皿
〕

浜

松

巾

内

に
も

問

聨

が
で

き

て

い
た

。
毎

日

、

市

内

や

湮

地

か

ら

の

人

々

加
計

が
り
集

ま

っ
た

。

遠

州

欽

道
々

そ

の

他

の

私

鉄

も

そ

う
し

た
人

た

ち

を

巡

ん

遠

州

鉄

道
二

俣

電

車

線

輸

送
人
‥
貝

一

九

四

四

（
昭

和

一

九

）

年

度
　
　

にし
八

口

力
人

一

九

四

互

（
　
　

二

○

）
　
　
　
　
一
〇

互
L

万

人

一

九

四

六

（
　
　

二

匸
　
　
　
　
　

九

四

九

万

人

一

に儿
四
L

（
　
　

二
二

）
　
　
　
　
　

兀

兀

四

万

八

一

九

四

八

（
昭

和

二

三

）

年

度
　
　
L
L

二

万

人

（

よ（

州

鉄

道
4
0
年

史
）
）

戦

災

で
不

通

だ

っ

た
旭

町

～
遠

州

浜

松

加

復

旧
し

だ
の

は

、

一

九
四

じ
年

（
昭

和

二

二

）

六

川

で

、
二

年

ぶ
り

に

全

線

匸
八
・
六

い

が
完

通

し

た

。

こ

の

と

き

ま

で

に

は
市

街

地

の
復

旧

は

か
な

り

進

み

、
内

部

が
全

焼

し

た
旭

町

の
遠

州

鉄
道

本

社

ビ
ル

も

、
応

急

條

坪

を

終

え
て

本

社

が
復

帰
し

て

い
た

。

〔
大

混

雑

は

私

鉄
も

同

じ

〕

た

と

え

ば
1
0
藤
相

鉄
道

の
混

雑

も

同

様

ご

っ

た

。

相

良

駅

は

ご
っ
た

が
え

し

、
来

る
列

車
も

来

る
列

車
も

超

満

員

で

、
命

綱
を

手

心
屋

根

の
上

々

窓

の
外

こ

こ

ら

下

が
る

人

も

多

か

っ
た

。

や

は

り

客

車

の

は

か

に

貨

車

も

連
結

し

た

が
、
当

然

な

が
ら

ス
ピ

ー
ド
よ

り
も

利

用

客

を
一
人

で
も
多

く
乗

せ
る
こ
と

が
先

決
た
っ
た
。

元名残のトンネルとラッキョ軽便

水窪線関係者で引き揚げ記念撮影



〔
浜
松
鉄
道
〕

戦
時
巾
の
遠
州
の
鉄

迫
・
バ
ス
事
業
者
の
統
合
の

際
、
空
襲
に
よ
る
被
書
と
経
営
状
態
悪
化
の
た
め（
‥

併
し
な
か
っ
た
浜
松
鉄
道
㈱
は
、
終
戦
の
頃
か
ら
利

川
客
が
増
え
は
し
め
た
。
奥
引
佐
地
方
に
疎
開
し
た

八
た
ち
が
帰
匸
廴
く
る
し
、
通
学
や
通
勤
の
た
め
利

川
す
る
人
も
増
え
て
い
た
。
し
か
し
軽
便
鉄
道
は
車

両
が
小
さ
く
、
そ
の
車
向
の
数
も
半
減
し
て

い
た
う

え
に
老
朽
化
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
無
蓋
車
に
テ
ン

ト
を
張
っ
て
巡
転
し
て
い
た
が
、
燃
料
は
楫
忠
々
石

炭
了
力
が
な
く
、
勾
配
が
き
つ
い
と
こ
ろ
で
は
淞
よ
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
た
っ
た
。

〔
遠
州
鉄
道
㈱
、
浜
松
鉄
道
㈱
を〔
‥
併
〕

そ
の
浜
松
鉄
道
㈱
が
、
一
九
四
じ
年
（
昭
和
二
二
）

五
月
、
つ
い
に
遠
州
鉄
道
㈱
に（
‥
併
さ
扛
だ
。
こ
の

と
き
機
関
車
五
、
客
車
六
、
貨
車
六
た
っ
た
こ
の
軽

使
鉄
道
（
延
長
二
五
・
八
い
）
は
、
以
後
、
遠
州
鉄

道
奥
山
線
と
な
る
。

こ
の（
‥
併
に
よ
っ
て
遠
州
欽
道
の
軌
道
延
長
は（
‥

計
四
四
・
円
ご
と
な
り
、
バ
ス
も（
卜
わ
せ
て
、
西
遠

地
方
の
交
通
機
関
は
す
べ
て
遠
州
鉄
道
㈱
の
経
営
と

な
っ
た
。

な
お
、
奥
山
線
は
輸
送
力
増
強
の
た
め
一
九
丘
○

年
（
昭
和
二
五
）
か
ら
電
化
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
か
進

め
ら
れ
た
。
戦
時
中
の
統
制
が
戦
後
つ
ぎ
つ
ぎ
仁
撤

廃
さ
且
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に
は
最
後
口

残
っ
た
石
油
の
規
制
も
徹
廃
と
な
り
、
今
田
の
私
鉄

心
デ
ィ
ー
ゼ
ル
動
車
の
導
入
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
奥
山
線
の
蒸
気
機
関
車
は
一
九
丘
一

年
に
廃
止
さ
れ
、

匸
儿
一
四
年
（
大
正
二
）
以
米
走

り
勹
づ
け
た

ご
フ
ッ
キ
ョ
軽
便
“
は
、
三
じ
年
問
の

歴
史
㈲
役
割
を
終
え
て
引
退
し
た
。

〔
静
岡
鉄
道
駿
遠
線
〕

す
で
に
戦
前
・
戦
中
に
バ
ス
の
発
達
の
影
響
を
受

け
て
経
営
が
悪
化
し
た
鉄
道
が
、
み
卞
か
ら
バ
ス
事

業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
に
み
た
が
、
地

域
の
諸
事
情
や
、
燃
料
事
情
の
悪
さ
か
ら
、
バ
ス
の

運
行
が
む
ず
か
し
か
っ
と
例
も
あ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ

て
、
軽
便
欽
道
を
利
川
者
に
よ
り
便
利
に
な
る
よ
う

路
線
を
拡
充
し
た
の
が
、
静
岡
鉄
道
の
駿
遠
線
で
あ

る
。戦

時
中
の
一
九
四
三
年
（
昭
和

匸
八
）
の
統（
日
で

静
岡
鉄
道
と
な
っ
た
私
鉄
の
う
ち
、
旧
藤
相
鉄
道
の

藤
相
線
（
藤
枝
～
地
頭
方
）
と
旧
中
遠
鉄
道
の
申
遠

線
（
袋
袢
～
新
三
陽
）
の
二
つ
の
軽
便
鉄
道
が
、
一

に儿
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
に
地
頭
方
士
黽
新
川
、
池

新
出
～
新
三
俣
の
新
線
で
結
ば
れ
て
一
本
に
つ
な
か
っ

か
。駿

遠
線
と
名
づ
け
ら
扛
、
そ
の
路
線
（
藤
枝
～
袋

井
）
延
長
は
約
六
〇
ご
と
な
り
、
当
時
の
直
通
私
鉄

軽
便
と
し
て
は
日
本
一
の
路
線
長
と
な
っ
た
。

こ
の
時
点
で
、
遠
州
で
銷
い
て
い
た
私
鉄
路
線
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

彑
刈
沃
苴

二
俣
線
（
浜
松
上

一
俣
　

匸
（

・
六
い
）

奥
山
線
（
浜
松
～
奥
山
　

匸
に作に
・
八
ご
）

静
岡
鉄
道

駿
遠
線
（
袋
井
～
藤
枝
　

五
七
・
L
j

）

秋
葉
線
（
袋
井
～
遠
州
森
　

匸

∵

べ
し

人
t
＝
決
苴

令
谷
～
T
頭
（
三
九
・
五
い
）

大型ディーゼル車の登場



バ
ス
路
線
あ
い
つ
い
で
復
活

〔
浜
松
市
営
バ
ス
〕

バ
ス
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
た
と
え
ば
浜

松
市
営
バ
ス
は
、
浜
松
大
空
襲
（
一
九
四
五
・
六
・

一
八
）
か
ら
後
は
一
般
の
路
線
は
す
べ
て
運
行
休
止

に
な
っ
て
い
た
。
敗
戦
後
も
し
ば
ら
く
そ
の
状
態
は

つ
づ
き
、
運
転
可
能
な
車
両
は
、
市
が
所
有
す
る
ト

ラ
ッ
ク
と
と
も
に
、
戦
災
復
興
用
の
資
材
や
生
活
必

需
品
の
輸
送
に
当
た
っ
て
い
た
。

市
営

バ
ス
路
線
の
復
活
は
、
次
の
よ
う
な
段
階
を

た
ど
っ
た
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
　匸
一
月
　

西
回
り
線

の
一
部
が
、
折
り
返
し
運
行
を
開
始
（
亀
山
町
線
、

追
分
町
線
。
い
ず
れ
も
浜
松
駅
起
点
）
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
八
月
　

束
回
り
線
の

一
部
お
よ
び
北
回
り
線
の
一
部
が
折
り
返
し
運
行
を

開
始
（
高
林
線
、
向
宿
線
。
と
も
に
浜
松
駅
起
点
）
。

ま
た
中
田
島
線
が
一
日
五
往
復
の
運
行
を
開
始
。

一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）
九
月
　
西
回
り
線
、

東
回
り
線
、
北
回
り
線
は
戦
前
ど
お
り
の
循
環
線
に

復
帰
。

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
四
）
七
月
　
佐
鳴
湖
線
の

運
行
を
再
開
。

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
　一
目
‥
　
事
業
区
域
を

隣
接
町
村
に
も
広
げ
る
免
許
を
取
得
し
、
観
光
貸
切

り
バ
ス
の
運
行
を
開
始
。

利
用
乗
客
数
は
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に

は
三
四
八
万
八
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
敗
戦
前
の
一
九

四
三
年
（
昭
和
一
八
）
の
二
七
七
万
三
〇
〇
〇
人
を

超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
二
六
台
を
数
え
た
車
両
が
敗
戦
直
後
わ
ず
か

六
台
に
減
っ
て
い
た
が
、
戦
前
の
水
準
に
ま
で
回
復

す
る
の
が
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
で
、
そ
の
年

末
現
在
で
ご
二

台
と
な
る
。

さ
ら
に
、
浜
松
市
が
一
九
四
九
年
か
ら
周
辺
の
町

村
を
あ
い
つ
い
で
合
併
し
つ
つ
、
市
域
を
し
だ
い
に

拡
大
し
て
い
く
に
伴
っ
て
、
市
営
バ
ス
も
次
々
に
路

線
の
新
設
と
延
長
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

〔
遠
鉄
バ
ス
〕

遠
州
鉄
道
の
バ
ス
も
、
輸
送
力
の
復
旧
に
全
社
あ

げ
て
の
努
力
が
注
が
れ
、
休
止
し
て
い
た
路
線
が
し

だ
い
に
復
活
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
）
ま
で
に
、

主
な
路
線
は
ほ
と
ん
ど
復
活
し
た
こ
と
に
な
る
（
休

止
路
線
三
八
・
三
j
）
。

な
お
、
こ
れ
よ
り
前
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
二
）

に
は
、
道
路
運
送
法
が
公
布
さ
れ
て
戦
時
中
の
自
動

車
輸
送
の
統
制
は
廃
止
に
な
り
、
（

イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
、
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
の
新
規
免
許
も
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
遠
州
の
交
通
も
戦
時
中
か

ら
戦
後
に
か
け
て
、
長
い
苦
難
の
年
月
を
耐
え
忍
ん

で
き
た
が
、
よ
う
や
く
一
九
五
〇
年
頃
に
ほ
ぼ
戦
前

の
水
準
を
回
復
し
、
再
生
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

次
に
迎
え
る
の
は
、
大
き
な
発
展
期
で
あ
っ
た
。



一
九
四
五
年
　
　
兄
付
～
磐
田

掛
塚
～
磐
川

．
九
四
六
年
　
　
浜
松
～
河
輪

兄
付
～
袋
井

袋
ル
～
法
多
山

豊
浜
～
横
須
賀

阿
多
古
～
熊

一
九
閲‥
L
年
　
　
新
居
卜
川
波
田

三
ヶ
日
～
知
波
田

笠
井
上
白
ケ
畸

浜
松
～
砂
山
～
人
橋

一
九
四
八
年
　
　
気
賀
～
井
伊
谷

浜
松
圭
一
俣

浜
松
～
追
分

二
俣
土
八
竜
川
駅

一
に儿
四
九
年
　
　
四
方
浄
～
川
沢

柬
黒
川
～
田
沢

二
俣
～
山
梨

気
賈
圭
二
ヶ
囗

浜
松
～
佐
浜

宮
口
～
小
松

出
沢
～
長
篠

浜
松
～
横
須
賀

一
九
五
〇
年
　
　
人
出
圭
一
川

浜
松
～
西
島

磐
田
～
浅
名

二
俣
～
気
賀

山
梨
～
富
部

追
分
～
中
川
村
中
村

代燃車の頃の風景

戦後の輸送に活躍する代燃車

まだまだ代燃車の目立つ浜松駅前　昭和24年
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